


any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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◎アーティストボイス 坂口綱男 （写真家／著述業）
◎お先に試写しました 「走れ! 走れ走れメロス」（監督：折口慎一郎）
◎読書の窓 斜線堂有紀 『楽園とは探偵の不在なり』
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13  ハンガリーの小さな舞台　 
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INFORMATION

1991年まで山口市内にあった金竜館　
田中絹代来館時の客席の様子（1937年）　村藤直子蔵

かつて山口市内には10館以上の映画館が存在していたという。
映画館は街にとってどんな存在だったのか ?  それらの映画館はなぜ消えてしまったのか ? 
そんな疑問を胸に「山口市の映画館の歴史」をたどる展覧会が企画された。
YCAMスタッフと、現代美術作家の志村信裕、外部リサーチャーとともに
山口市の街や人 の々なかに眠る「記憶」と「記録」を丁寧に掘り起こしながら
準備を進めてきた本展。展覧会がオープンする直前の11月中旬、
YCAMシネマ担当の前原美織氏と、志村氏に展覧会についてお伺いした。

特集

展覧会   「Afternote
             山口市  映画館の歴史」
志村信裕×前原美織 インタビュー



（1960）年の地図を参考に歩き始めまし
た。集めてきた資料は大きく「記録」と「記
憶」の2つに分けることができます。「記録」
に関しては、山口市にある文書館や山口
県立図書館の新聞のアーカイヴにあたっ
たり、図書館に直接問い合わせたり、歴史
民俗資料館や博物館に保存されている
資料を調べたりしました。
志村　「記憶」の部分については、当時の
映画館に通っていたり、映画館での体験
を今でも覚えているという人に実際に話
を聞きに行きました。インタビューした人
の数は200名を超えています。様々な方
の「記憶」を掘り起こすなかで、新しい「記
録」資料が見つかることも。幸運なことに
映画館の関係者や、家族が映画館を経営
していたという方にもコンタクトが取れ
て、やはりその方 と々の出会いが大きかっ
たです。博物館などにあってもおかしくな
いようなレベルの資料が見つかって…。
前原　制作中に、一度行き詰ってしまっ
たことがあったのですが、そこで現れたの
が山口市中心商店街にあった「金竜館」
の創設者である村藤金

きん

槌
つち

さんのお孫さん
でした。以前ワイカムシネマのお客さんか
らも金竜館の話は聞いてはいたのです
が、なかなか出会えず…。でも、奇跡的な
ご縁で、村藤さんに行きつくことができ、
保存されていた、たくさんの資料と出会え
たのです。本当に運が良かったですよね。

今回なぜこの展覧会を企画しようと思っ

たのでしょうか?

前原　YCAMでは「ワイカムシネマ」とし
て、休館日以外ほぼ毎日映画を上映して
いるにも関わらず、映画館にカウントして
いない方もいて…。県庁所在地に映画館
がないのは山口とあと1県だけと言われ
ることも。じゃあ、山口市にかつてあった

金竜館（1954年） 山口市役所蔵 有楽座（1956年） 個人蔵 山口松竹（1954年） 山口市役所蔵

photo: 谷 康弘photo: 谷 康弘

山口東映（1954年） 山口市役所蔵
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志村　もし村藤さんと会えないまま展覧
会が始まっていたらと思うとゾッとします
ね。チラシの表紙で使用している写真（本
紙p. 2-3掲載）も村藤さんからお借りした
ものです。

前原　この1枚で１時間は語れるくらい
貴重な写真です。下関市出身の俳優・田
中絹代が金竜館に来たときの写真です。
当時の館内の観客の表情も鮮明に写って
います。

志村信裕　SHIMURA Nobuhiro
1982年東京生まれ。2007年武蔵野美術大学大学院映像コース修了。秋吉台国際芸術村での
滞在制作をきっかけに、13年から15年まで山口市を拠点にする。文化庁新進芸術家海外研修
制度により、16年から18年までフランス・パリに滞在。身近な日用品や風景を題材にした映像イ
ンスタレーションから、近年では各地でのフィールドワークをもとに、ドキュメンタリーの手法を取
り入れた映像作品を制作する。現在、千葉県を拠点に活動。

前原美織　MAEHARA Miori
山口県下関市出身。1995年より、出張映写の会社に勤務。その後、九州の映画館でアルバイト
を始め、10年の勤務ののち、同館の支配人に。2019年よりYCAMのスタッフに着任。映画の選
定や関連イベントを企画している。

映画館はどんな風に時間を過ごして、ど
んな風になくなってしまったのか、YCAM

が20周年を迎えるにあたり、映画館の視
点から山口市の歴史を振り返ってみよう
と思ったのがきっかけですね。
あと、YCAMの開館当初には、多くの方に
助けてもらいながら映画を上映したと聞
いています。山口市で最後の映画館「スカ
ラ座」の方から35mmフィルムの扱い方、
上映技術を継承して、いまここにYCAM

が存在している、そのことをもっと知って
もらいたいな、というのもありました。

今回、志村さんがコラボレーターとして

選ばれたのはどういった経緯で?

前原　展覧会の企画は私にとって初めて
だったので、どう進めたらよいか、YCAM

の別のスタッフに相談した際に、現代美
術作家の志村さんを推薦してもらいまし
た。志村さんは過去3年ほど山口に滞在
されていて、そのときまさにスカラ座の方
から35mmフィルムの映写技術を学んで
YCAMで映写の仕事をしていた経験が
あります。また、山口県萩市の見島の牛を
題材にした志村さんの映像作品「見島牛」
を見たときに、その場に風景はないけれ
ども、その風景をちゃんと頭の中で回想
できる作品だと感じて、今回の企画も一
緒に何かを形にしてもらえたらと思い、お
願いしました。

実際に志村さんは今回どういった役割をさ

れているのでしょうか?

志村　かつてあった映画館を題材とした
展覧会を開催するというのは決まっていま
したが、具体的に何を見せるのかというア
ウトプットは決めずに企画がスタートしま
した。まずはYCAMのみなさんと一緒にリ
サーチしながら、展覧会で「何ができるの
か」を考えるというところから出発して、そ
の最初から関わらせてもらっています。自
分がこれまでに映像制作だけでなく、空間
全体を使ったインスタレーションも手掛け
てきたので、最終的には新作の映像作品
の制作とあわせて、展覧会全体の構成も
一緒に考えさせてもらいました。

展覧会のタイトル「Afternote」にはどん

な意味が込められているのですか?

志村　2021年にこの企画が立ち上がり、
22年の1年間はリサーチに専念してきた
のですが、僕が月に１度の頻度で山口に
来て、YCAMの前原さんたちと過去の映
画館についてリサーチしていきました。そ
うしていくうちに、自分たちが何をやって
いるのかがおぼろげに見えてきたんで
す。いわゆる創作の現場というのは、ある
才能を持った芸術家がその人の個性を
発揮するものだと思われていますが、今
回の創作の資源は、作る側（芸術家）では
なくて、すべてこの街や、ここに住んでき

た人々の中に眠っている。ゼロから新し
いものを作り出すのではなく、かつてあっ
たものや今も残されているものを現代の
視点からどう編集して、解釈するのかが
重要なのではないかと考えました。
あるとき、僕たちは山口市にかつてあった
映画館の「あとがき」を作っているんじゃ
ないかと気が付いたんです。その瞬間、
「Afternote（アフターノート）」という言葉
が頭の中にふっと降りてきました（笑）。当
初は新作として発表する映像作品のタイ
トルのつもりでしたが、気が付いたら展
覧会自体のタイトルにもなっていました。
「note」というのはメモするためのノート
だけではなく、「消息」や「気配」という意
味もあるんです。かつてあった映画館が
なくなった後に残っているものは何なの
か。誰も気にもとめていなかった「その後」
に焦点を合わせて、可視化されてこな
かった映画館の消息を見せる展覧会、そ
れが「Afternote」です。

リサーチはどのように進めていったので

しょうか?

前原　最初、参考にしようとインターネッ
トも見ましたが、そこにあるのは文章だけ
で、映画館が本当はどういう存在だった
のか、ということまでは分かりませんでし
た。なので、自分たちの目と足で調べよう
と、映画の黄金期といわれる昭和35



Afternote
同時に、映画館や映像メディアの歴史も
たどるような展覧会にしたい。

07

◎音の迫力が映画のおもしろさ、エンターテインメント性を爆上げしてくれて素晴らしかった。 （「YCAM爆音映画祭2023」より）

◎互いに尊敬し合い、言葉以前の感覚的なものの感動が伝わってきた。 （特別企画展「草野心平と中原中也」より）
◎ポストトークでは舞台の背景を知ることができ、よりこの舞台を、そして障害者によるアートを知ることができた。 （バック・トゥ・バック・シアター「影の獲物になる狩人」より）
◎個性の立ったDJが3人しっかり聞けておもしろい体験でした。個人的に「なべこ」さんのDJにゾクゾクしました。 （「Audio Base Camp #2」より）

YCAM開館20周年記念事業
展覧会
 「Afternote 
 山口市 映画館の歴史」
開催中～2024年3月17日（日） 
10:00～19:00　
会場：山口情報芸術センター　
　　 スタジオB、2階ギャラリー
［料金］無料

関連企画
いずれも
会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］無料（申込不要）

古地図で楽しむ
─映画館の跡地、映画ロケ地探訪
2024年1月17日（水）　12:15～13:15
［講師］重田香澄（山口県文書館専門研究員）

35mmフィルムを楽しもう! 
映写技師レクチャー
2024年1月20日（土）　12:30～13:30
［講師］村岡由佳子（映写技師）

クロージングトーク
2024年3月17日（日）　14:00～15:00
［登壇者］志村信裕、石井草実（リサーチャー）
　　　　前原美織（YCAM）

【甦生の大山口】　1929（昭和4）年の市制施行を記念して撮影された記録映画。山口市道場門前にあった映画館・金竜館の創設者であり経営者であった村藤金槌
が総指揮を務めた。山口市の全景から始まり、山口市の名所、官公庁、学校、旅館、映画館等の街の様子が紹介される。市制祝賀活動写真として撮影後すぐに金竜
館で上映され、大入り満席を記録した。

わかる！
キーワード

る感じがするんだなって。そんな体験を
この展覧会に来てくださった方にもして
いただきたいと思っています。
前原　あとは、郊外の映画館の跡地にぽ
つんと映写室だけが残っていて、映写技
師さんが映画を投映していた映写窓もあ
り…。映写室丸ごとは持ってこれなかっ
たので、その窓だけでも再現したくて、現
地で計測して同じ大きさ、形の窓を作り
ました。ちょうどそこから志村さんの
「Afternote」が見えるようになっていま
す。ほかに、35mmフィルムがどれくらい

重たいものなのか、持ち上げて体験して
もらえるように、実際に使われていた映画
のフィルムも展示しています。

結果的には 
街の歴史、家族の歴史を 
たどることになりました。

展覧会を通して考えたことはありますか?

志村　当初は、「山口市の映画館の歴史」
というすごくローカルなことを扱っている
こともあって、映像作品「Afternote」はほ
かの地域では公開しづらい地域限定の

約100年前の山口市が 
記録された映画 
「甦生の大山口」を軸に構成。

志村　ほかにも貴重な資料が見つかって
いて、展覧会の目玉のひとつになる、昭和
4（1929）年に山口市で撮影された記録映
画「甦

こう

生
せい

の大
だい

山
やま

口
ぐち

」です。この映像には昔
の山口市の映画館、観光地や官公庁と
いった街の様々な風景が収められてい
て、そのフィルムが山口市役所に残って
いたのです。およそ100年前の記録です
が、僕はこの映像を初めて全編見たとき
に、知らなかった過去が映し出されてい
るように感じて、懐かしさを超えて新しさ
を覚えたんです。しかも山口町から山口
市になった市制祝賀を記録するために制
作されているので、山口市のはじまりが
映像化されている。山口市の歴史を振り
返る意味でも、展覧会ではこの映像を軸
に構成しようとすぐに思いつきました。
前原　金竜館の創設者であった村藤金
槌さんが、制作総指揮者、いまでいうプロ
デューサーとしてこの映像を制作してい
ます。「甦生の大山口」を今回プロジェク
ターで展示できるように高画質でデジタ
ル化しました。しっかり隅々まで見える画
質で66分の全編を大きなスクリーンに
投影し、上映展示します。当時の映画は

作品になってしまうのではないかと考え
ていました。でも、取材を続ければ続ける
ほど考え方が変わっていったんです。今
回たくさんの方と出会い協力していただ
けたのは、映画や映画館が人を巻き込ん
でいくことができるメディアや場所だっ
たから。そもそも映画というジャンルその
ものが地域・時代を超える多様性がある
ので、山口市というローカルな視点から
でも突き詰めていけば、国内だけでなく
世界中と結びつくことができる、すごくグ
ローバルな題材なんじゃないかと制作途
中で気が付きました。「Afternote」はきっ
とほかの地域、国の人が見ても共感して
もらえるような普遍性のある
作品であり、展覧会になると
信じています。
前原　今回のリサーチでは
映画館の観客側と、映画館の
運営側の両方の記憶と記録
を追えることができてよかっ
たと思います。映画館の歴史
を調べる取材でしたが、結果
的には街の歴史、その街に住
む家族の歴史をたどることに

なりました。笑ったり、泣いたりしながら
映画館にまつわるエピソードをたくさん
聞かせていただきました。この展覧会を
見ていただければ、また色々な思い出が
蘇ると思います。新しい情報や、もしかし
たら私たちが見つけることができなかっ
た映画館も出てくるのではないかとドキ
ドキしています。「Afternote」（あとがき）
は永遠に続きそうですね。

志村　展覧会の後半には、本展のために
制作した「Afternote」という60分の映像
作品を映画館のようなスタイルで見ても
らいます。これまでのリサーチで出会って
きた約20名のインタビュー映像、集めて
きた映画館の記録資料で構成した映像
作品です。インタビュー以外の要素とし
ては、山口市内の街並みやちょうちん祭
り、蛍など、山口ならではの風景が随所に
出てくるので、現代の「甦生の大山口」と
しても見てもらえるのではないかと期待
しています。また、ナレーションにも山口
の歴史をふまえた演出をしているので、
会場での楽しみにしてください。

ほかに映画館を体験できる工夫はありま

すか?

志村　映像作品「Afternote」では、開始
冒頭に劇場用のブザーが鳴ります。リ
サーチ中に、ブザーだけがまだ鳴る映画
館跡地があって、その音を聞いた瞬間、そ
こで映画を見た記憶がないのにタイムス
リップしたみたいに懐かしい感じがした
んです。天井が高い大きな空間でブザー
が鳴ると、原体験がなくても何かが始ま

まだ無声なので、この映像も音はありま
せん。音がない分、色んなことを想像する
ことができます。実際にこの映像の中はと
ても賑やかで、声や音が映像から聞こえ
てくるようです。

展覧会は、具体的にはどんな展示構成に

なるのでしょうか?

志村　映画館の歴史を古い時代からさ
かのぼって、現代へという時間軸で見せ
ていく展示構成になっています。メディア
テクノロジーを扱うYCAMでこの企画を
実施する意味を考え
ると、山口市の映画館
の歴史を扱いながら
も、同時に映画館や
映像メディアの歴史
もたどるような展覧
会にしたいと考えま
した。展示室に入る
と、まずは、映写機の
原型である明治時代の幻灯機から始ま
り、幻灯機を使って子どもたちが楽しん
でいる様子が分かる徳見七郎さんの絵図
を展示しています。次に芝居小屋の資料
へと続いていきます。映画館の前身は芝
居小屋で、幕間に「活動写真」（映画）を映
していました。それがだんだん発展して
いき、常設の映画館になっていったという
歴史があります。芝居小屋の資料に続い
て、「甦生の大山口」の映像を展示します
が、会場の外からもパッと目につくような
見せ方にしました。66分全編をずっと見
る必要はなく、どのタイミングでどの角度
から見ても楽しめるようになっています。
前原　それから、戦後、映画館が一番多
かった黄金期（昭和30年代）の資料を中
心に、ポスターや映画館の写真などを展
示します。これらは個人で保管されてい
たものを提供いただきました。珍しいとこ
ろでは、映画看板製作に使っていた道具
も。映画看板は、ポスターが主流になりな
くなってしまうのですが、かつては映画を
知らせるためのすごく重要なメディアで、
看板絵師の仕事について知るきっかけに
もなるのではないかと。

「甦生の大山口」（1929年）

金竜館（1991年）　photo: 吉見健太郎

展覧会の様子。写真中央にある壁には、リサーチ中に発見した映画館跡地に残る映写室の映写窓が再現され、
壁の向こう側で上映している志村信裕の映像作品「Afternote」をのぞき見ることができる。

photo: 塩見浩介

徳見七郎 「幻灯会」（山口市歴史民俗資料館蔵）
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◎こんなお芝居が見たかった!  （木ノ下歌舞伎「勧進帳」より）
◎いつも語り口・切り口が世相を反映していて、同時に愛に満ちた視点、視線を感じさせていただいています。 （「松元ヒロ・ソロライブ2023」より）

◎アーティストだけでなく、一般人もアートを表現できる企画に感動させられました。 （「あそべる図書館─Speculative Library」より）

◎神田京子さんの講談にとても引き込まれて、聞き入りました。娘役のおはなさんの声がとても可愛い!  （「第2回 わくわく寄席」より）

◎あらためて読み返してみようと感じた。 （テーマ展示「詩集『山羊の歌』」より）
◎多くの人と話をしたり聞いたりしたことで、賛否両論ありの多方面の意見を知ることができた。 （「YCAMオープンラボ2023」より）

◎「型」あってこその自由なのかな、と思いました。 （企画展Ⅱ「中也と短歌」より）
◎映画をより楽しむための知識も増えるので、毎年楽しみです!  （「YCAM爆音映画祭2023」より）

坂口綱男　SAKAGUCHI Tsunao

日本写真家協会会員。「安吾 風の館」館長。1953年8月、群
馬県桐生市に不覚にも作家・坂口安吾の長男として生まれる。
78年より26歳でフリーのカメラマンとして広告、雑誌の写真を
撮り始める。特にエディトリアル（雑誌）ではジャンルは問わず、
文学に関係しないものなら何でも撮り続けている。

大迫力のジャズアニメ映画 !!

大ヒットを記録した映画「BLUE GIANT」が

1月21日（日）に山口市民会館にて上映され

ます。人気コミックが原作の本作は、テナー

サックス奏者の青年・宮本大が世界一の

ジャズプレーヤーを目指す物語。同世代の

凄腕ピアニスト・沢辺雪祈、高校の同級生・

玉田俊二と3人組バンド「JASS」を結成し、

奮闘する姿を描く本格ジャズ映画です。上原

ひろみをはじめ、日本を代表するジャズプレー

ヤーたちが演奏する大迫力のライブシーンに

もご注目を! 詳細は山口市民会館まで。

山口でつくる新しい学び
YCAMが山口市の教員や児童・生徒をはじ

め、教育委員会、ファブラボ、研究者やクリエ

イターとともに取り組む、手作りの授業開発プ

ロジェクト「未来の山口の授業 at School」。

市内の小中学校で、メディア・テクノロジーの

活用によって可能となる表現や創造性、好

坂口綱男
（写真家／著述業）

坂口安吾と中原中也と三
み

潴
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2022年の7～10月に中原中也記念館で開催された特別企画展「坂口安吾と中原中也―風と空と」。
その関連企画で行われた、作家・坂口安吾の長男で、写真家・エッセイストの坂口綱男さんと、50数
年前に坂口さんの家庭教師であったミヅマアートギャラリーの三潴末雄さんによる公開対談は大いに
盛り上がりました。その様子を、坂口綱男さんご本人に教えていただきました。 

特別企画展「坂口安吾と中原中也―風と空

と」において、三潴末雄氏と公開対談をする

きっかけは、安吾の記念館に遺品の借用に

来られていた中也記念館の学芸員との雑談

が発端だ。三潴氏は、国語の成績が芳しくな

かった作家の息子の家庭教師で、しかもなか

なかのヤクザ先生だったという話をしたら、「そ

れでは、是非に」となった。当日は、どれほど

ヤクザな先生かというところから話しは始まっ

た。教えてくれたのは、学生運動のヘルメット

によるセクトの見分け方から、ギリシャ哲学や

カフカの不条理といった話まで実に雑多。

しまいに私のベッドに寝ころんでマンガを

読み、その間に指定箇所の自習をさせると

いう具合。だが中原中也への橋渡しはこ

のセンセイからだった。「骨」は、私に刺さっ

て、今も残る。こんなセンセイとの対談は、

ついに終着点を見つけることができないま

ま終了した。対談者当人も些か興が過ぎ

たと反省しながらも「安吾っぽくて、ファル

スでいいじゃん」などと思った次第。こんな

風に対談を楽しめたのは初体験だった。

突如降臨した天使が2人以上殺した人間を地獄へ引きずりこむようになった世界。探偵の青岸は大富豪
の常木王凱に招かれた島で、ありえないはずの連続殺人事件に巻き込まれる。絶対的天使の法則をすり
抜け、誰が、何のために殺人を犯しているのか。天使といえば正義や慈愛を象徴する美しいイメージだが、
本作の“天使”は鏡面のような顔とひどい猫背で空を飛び、人間を業火へ堕とす機械的存在である。しかし
“天使”がいれば神や天国の有無も気になるもので、この世界でも宗教的意見が紛糾している。特殊な
世界観はもちろんわくわくするが、なにより“天使”に曰くをもつ彼らの複雑な感情の描写が大好きだ。ドラ
マティックであり、ファンタジーであり、探偵へのロマンが詰まった本格ミステリ。ぜひ読んでほしい。

金子沙織（山口市立中央図書館　職員）

『楽園とは
探偵の
不在なり』
斜線堂有紀 著
2020年／早川書房

奇心を刺激する体験型の授業を設計してい

ます。本展では、プロジェクトがスタートした

2021年からこれまでに開発してきた「新しい

授業」を紹介します。

4年ぶりにみんなで迎えた墓前祭
去る10月22日は中原中也の86回目の命

日・中也忌でした。4年ぶりに「墓前祭」を開

催し、中也のお墓に集った方 と々爽やかな秋

空の下、中也の詩「一つのメルヘン」を献

詩、そのあと献花を行いました。そのほか、週

末にかけて記念館の中庭で開催された山口

県立大学の学生による「メイシ交換会」は、

中也を知ってほしい・自身も知りたいという有

志の学生の集まりで、多くの来館者が中也

の好きな一節をもちより、参加しました。狐の

足あととのコラボやYouTube配信など新た

なイベントもあり、中也に思いを馳せるあたた

かなイベントとなりました。

ⓒ2023 映画「BLUE GIANT」製作委員会　ⓒ2013 石塚真一／小学館

展示の様子

【あらすじ】 新型コロナウイルス感染症の影響が残る2021年夏、島根県にある最も小さな高校、三刀屋高校掛
合分校で、初めて演劇に触れた高校生4人を追ったドキュメンタリー映画。それぞれが抱える劣等感と向き合い
ながら、演劇に魅せられていく彼らが、担任の亀尾佳宏とともに初舞台に選んだ題材は、太宰治の名作「走れメ
ロス」だった。筋書き通りにいかない彼らの物語は、誰も予想しなかった結末へと転がりだす。

 「走れ! 走れ走れメロス」
（2023年／日本／53分／カラー）
［監督］折口慎一郎

は予想を超える展開に転じます。先生との関

係からも彼らの成長が伺え、心が熱くなりまし

た。事実は小説より奇なり、と言いますが、事

実はフィクション映画より奇なり。だからドキュ

メンタリーはおもしろい。卒業式を控えた彼ら

を追った続編「メロスたち」も同時期に上映

予定です。

前原美織（YCAMシネマスタッフ）

全国各地の映画祭を席巻中の本作は演劇

に初めて触れた島根の高校生4人と顧問の

奮闘を追ったドキュメンタリーです。演劇を始

めた男子高校生たちが、担任の亀尾佳宏と

ともに初舞台に選んだ題材は、太宰治の名

作「走れメロス」。意気揚 と々高校演劇の地

区大会に挑戦するが…。高校生と接する機

会があまりない人にとって、「いったい今の高

校生は何を考えているのか?」「未来に対し

て明るい展望はあるのか?」など、聞きたいこ

とは山ほどあるのではないでしょうか。実は私

もその一人です。本作はそんな私たち大人が

今観るべき作品です。大人の心配とは裏腹

に、もがきながらも前進する彼らのストーリー

2024年3月8日（金）～17日（日）
※上映開始時間等はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,300円
 any会員・25歳以下・特別割引 800円

アーティストから聞いたこぼれ話、
映画や本の情報など、
旬のお便りを詰め込んで、
あなたのもとへお届けします。

新年を迎え爽やかな気分で聴きたい曲
Vulfmon（ヴォルフモン）はLAのミニマル・ファンク
バンドVulfpeck（ヴルフペック）の中心人物、ジャッ
ク・ストラットンによるソロ名義。Vulfpeckは驚異
的な才能を持つコアメンバー4名のほかに、様々
なアーティストが流動的に関わり、多用な音楽を発
表している。そのベースにはサスティナビリティ（持
続可能性 )という思想があり、バンドを長く続けてい
くために、メンバーを拘束せず、友好的で継続的に
音楽を制作できるかを考えリリースを続けている。そ
んなバンドのメンバーによるこの楽曲は相手に見
返りを求めない親切さを、明るいコード進行とリズム
に乗せ軽快に音楽が進んでいく。新たな年明けに
聴きたい爽やかな曲。

中上淳二（YCAM音響スタッフ）

Vulfmon

『Nice to you』

未来の山口の授業 at School 成果展
開催中～2024年3月10日（日）　
会場：山口情報芸術センター 
コミュニティスペース
［料金］無料 

かつてはどの街にもあった映画館。ポスター誕生
以前は、職人絵師たちが描いた映画絵看板が映
画館や街を華やかに飾っていました。本書では、大
阪ミナミの劇場街の看板を主に手掛けていた工房
「不二工芸」が残した大量の記録写真をもとに、
昭和20～50年代までの映画絵看板の写真を映
画の解説とともに紹介。元看板絵師たちのインタ
ビューほか、映画絵看板にまつわる様 を々集約した
1冊。YCAMで現在開催中の展覧会「Afternote 

山口市 映画館の歴史」（～3/17）でも、看板絵師
が残した道具を見ることができます。

書籍『昭和の映画絵看板』
（2021年／TWO VIRGINS社／
企画：喜田奈津子、監修：岡田秀則）
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◎木ノ下歌舞伎のほかの演目や色んな劇団、舞台も見たくなりました。 （木ノ下歌舞伎「勧進帳」より）
◎刊行に到るまでの苦労がたくさんあったことに驚きました。 （テーマ展示「詩集『山羊の歌』」より）
◎音楽の幅の広さは無限なのかもしれない。不思議な世界観を体感した。 （「Audio Base Camp #2」より）

◎「あなたも知的障害者になる」という言葉にドキッとした。 （バック・トゥ・バック・シアター「影の獲物になる狩人」より）

◎蛙のイメージが強かったのですが、今回は空のイメージが残りました。 （特別企画展「草野心平と中原中也」より）
◎人情あふれるネタが多く、最後「お母さん」を偲んで叫んでいたところで、涙が出そうになった。 （「松元ヒロ・ソロライブ2023」より）

◎寄席囃子の説明が良かった。生のお囃子はいいですね。 （「第2回 わくわく寄席」より）

◎中也の短歌一首に投票する企画もとてもおもしろいと思いました。 （企画展Ⅱ「中也と短歌」より）
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